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こ
ろ
は
觸
逸
の
徵
働
漭
保
險
の
起
源 

.で
あ
る
0
固
ょ
b
勞
働
者
保
險
の
み
が
、
勞
働
者
の
地 

位
を
_改
善
す
る
社
會
政
策
上
0
積
極
的
方
法
な
>
ビ
主 

張
す
る
'も
の
で
は
な
い
。
我
國
に
於
て
、
將
來
施
行
す 

ベ
き
、
然
も
急
速
に
^
行
す
べ
，き
1 |
:

©

な

る

制

度

は

颇
 

る
多
い
。
勞
働
者
の
刚
結
權
に
關
す
る
根
本
の
問
題
を
.

 

始
め
、
勢
侧
邻
儀
^
關
す
る
和
解
及
び
仲
截
機
齡
及
勞 

働
紹
介
所
の
設
備
の
級
&
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
然
し 

乍
ら
こ
れ
等
の
中
に
於
て
も
殊
に
勞
働
者
保
險
制
度
の 

樹
立
.は
.、
緊
急
中
，の
緊
急
要
務
な
り
と
见
惟
す
る
。
勞 

.働
者
保
險
に
ょ
り
で
勞
慟
者
の
健
酸
狀
態
を
改
善
し
、

勞

率

を

增

進

せ

！.
:
:む
る
を
得
る
は
、
Ti
l:
#
上
及
び 

經
濟
土
の
.現
在
に
：於
け
る1

重
要
な
る
間
®
:た
る
の
み
：：
 

な
ら
ず
、
西
年Q

大
計
を
確
保
す
る
所
以
で
ぁ

も
C
幸 

,
,に
^

p

k於
て
も
疾
く
：に
こ
の
點
に
就
て
は
、

一.部
調 

者
ゅ
考
^

^

德
:^
あ
っ
た
が
、
近
年
に
至
つ
て
頓
か

に
机
ぐ
論
.議
せ
ら
：冬>
.こ
ヒ
€
爲
&
.、‘
最
近
、
第
四
十 

ニ
議
會
に
、
疾
病
保
臉
法
^
制
定
に
關
す
る
法
案
が
憲
' 

.V

政
會
ょ
り
提
出
せ
.ら
.る
る
に
至
：つ
た
o
.
.

.

•中

世

G
i
l
d
s

の

文

化

史

上
 

.

に
.於

灯

る

意

義

c

>

.

,
野

.
村

兼

太

耶

•「

存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
何
等
か
の
意
義
：を
有
す 

る
も
の
で
あ
る
。」

^
す
る
の
は
、
あ
る
立
湯
ょ
6
す
れ 

ば
確
に
意
義
あ
る
w

m
で

あ

ら

ぅ

。け
れ
ど
も
吾
\
が 

.過
去
の
事
物
を
概
察
す
る
に
•當
つ
て
、
取
に
存
莊
し
た 

b
ど
云
ふ
理
to
の
み
を
以
つ
て
、
是
を
記
述
す
る
胺
値 

あ
り
ど
斷
定
す
'る> -> 
ビ
は
出
來
.な
い
。
を
れ
が
經
濟
史 

で
あ
る
ビ

政
治
史
で
あ
る
と
果
た
又
_
術
史
で
あ
る
e 

5:
.細
は
す
、
' 各
々
其
.の
‘立
場
：を
異
に
す
る
'に
從
0
て
各

自
の
ア
ブ
リ
オ
リ
を
檩
準
S
し
て
、
I
其
の
材
米
を
取
捨 

，撰
擇
す
ペ
き
で
あ
气
故
に
苟
ぁ
滕
史
上
に
記
述
さ
る 

.べ
き
も
の
は
少
く
と
も
入
.類
文
化
.に
多
少
の
燃
響
あ
_る 

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
成
は
文
化
の
進
步
を
促
進 

/

す
る〗

も
の
..ミ
じ
て
か
、
港
し
く
は
是
义
姐
害
す
る
も
の 

:
ヒ
し
で
か
、
何
れ
か
の
點
に
於
て
文
化
價
値
に
關
係
女： 

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
：是
を
史
上
に
記
述
す
る
必
一

恶
は
な
い
⑴
。

： 

'

.
S入
が
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洲
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經
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史
を
繙

lr
て
中
世
都
市
の
發
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冬
時
代
に
至
る
や
、

.必
t'Gilds ;

の
制
度
を
說
け
る 

一
節
に
逢
着
す
る
。

Q
p:
g
の
制
度
は
經
濟
史
上
省
略 

す
る
乙
せ
の
出
來
な
い
程
重
要
な
る
意
義
を
持

o
<居 

る
の
で
あ
る
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然
ら
ばGildsu

吾
人
の
文
化
發
展
の 

過
程
に
於
て
如
何
な
る
意
義
を
有
し

‘て
居
る
の
力

♦ 

が
故
に
文
化
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の
上
が
ら
抹
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す
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こ
と
が
出
來
な
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$ほ
：̂

の

ハ

ン

ザ

同

盟

：

は

.如
何
な
る
：組
織
、
：如
何

f

權

f

福
し
て

f

か

R

就
て
槪
說
し
や
ぅ
匕
敬
ふ0
: 
ノ
ノ

-
' 

■

先

づ

Gild 

m
e
r
c
h
a
n
t

を
始
め
に
述
べ
る
。
そ
は 

A
s
M
e
y

が
示
す
所
に
依
れ
ばTotnes, 

s

i

l

f
 

•
L
e
l
c
l
r
,

及
び
' Be

r
w
i
c
k

 

.等
の
や
ぅ
^
互
に
相
離
れ 

た
都
市
の
5?
0:
が
略
々
同
一
の
鈕
織
を
有
し
て
居
た 

,
S

ふ
事
實
か
t

て

'^
f

 

f

る
0

£ 

3

1

!
 

-を
通
じ
て一

の
■
.

論
を
立
て
#
る

ど

隞

定

じ

て

一
 

で
は
な
い
。
。又
斯
の
如
ぐ
期
せ
ず
し
で
略
々
同
樣
f

>
1 ̂

> 

f

H

f

•,
: 

1
1 

( 

V
A 

6 

ノ
 

=
n
-

(
I
w
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t
i
c
.
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が
突
國
に
由
來
れ
る
.も
の
で
は
な 

い
か
S
想
像
せ
し
む
る
英
國
中
世
都
市
^
於
け
る
r ロ
'.

«
の
言
葉
が
暫
々
f

 

i

s
に
用
ひ
ら
れS

、

そ
れ 

.ょ
6
生
す
る
.種
々
•の
泡
難
が
*
る
に
し
て
も
、
そ
I
辜
一 

就
て
こ
、
に一

冷
說
明
ず
る
必
S

な
い
。
唯
也
常j

 

c
I
i
d
s

に
は
ニ
種
の
區
別
を
認
め
て
鹿
る
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即

ち

£5
1
0
1 

.
m
e
r
c
h
a
n
t

ビ
c

l
1

5

あ
る
。
先
づ
此
の
I

t
 

0
細
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如
何
を
槪
說
し
で
、

一
般
にG

i
l
d
s

ど
は
如
可\

減
る
d

Q
な
る
I

明
か
に
し
た
い
ど
思
ふ
。
を
れ
に
，|

制
度
を
取
つ
f

云
ふ

こ

が

、

_

パ

_

5

養

英

i

し
て
i

:

虐

今

ぎ

ズ

、、ブ
’

3 1
1
す
る
に
止
め
ゃ
ぅ
ビ
思
ふ
。
.

元
來b

i
d

 m
e
r
c
h
a
n
t

の
目
的
ビ
す
る
所
i

ほ
つ

G.ld 

r

f
る

を

見

る

に

I

音

は

一

靈

R
e
g
i
o
n

 

o
f 

T
r
a
d
e

 

:
叙
る
i

?

t p
h

の
で
あ
る
。

ff
i
織
も
商
f

l

し
s

y

論
u

f

M

 

R 

し

彼

等

f

合
を
齟
織
し
！

？

I

は
S

の

裏

I

1

M

1

 

H

i

l

l

風

す
る
貨

物

を

.代

理

し

て

販

賣

す

る

等

0
行
爲
に
對
.し
，
 

て
.は
®

々
禁
令
が
出
て
居
る
。
斯
く
自
己
の
紐
合
の
利
•
 

益
を
^
有
せ
ん
^
努
め
，る
>」

同
時
に
、
'

こ

、

に
注
意
す 

，
べ
き
は.公
.平
，な
^
取
引
^
〒a

e
aling

及
び
販
賣
沿
の
品 

s

^i
良 a

 h
i
g
h

 

standard o
f

 quality in the g
o
o
d
s

 sold 

を
«
.持
す
る
を
目
的
ビ
し
れ
£

で
あ
る
。
從
つ
て
劣
等 

な
る
品
質
の
貨
物
を
氣
合
じ
た
ク
ヽ
K
目
が
不
足
し
れ 

:
.
b
.
.
:

一： .

定
の
.價

格

以

上R

M

Kし
^
り
す
る
T
IE
>-
-̂-
爲
に
，
 

對
し
で
«

々
罰
金
を
科
し
て
:®
る
(7
)

0

然
し
乍
ら
是
等
の. 

種
々
な
る
禁
令
束
縛
も
す
ベ
て
組
合
の
利
益
を
中
心
と 

し
て
商
業
上
の
特
權
を
把
持
し
や
ぅ
と
云
ふ
に

あ

る0 

:-

斯
の
如
き
目
的
を
有
す
る
5?
.
1&

は
如
何
な
る
組
織 

を
有
し
て
居
た
か
。
大
體
に
於
て
一
人
若
し
く
は
ニ
人 

の

A
l
d
e
r
m
a
n

 

(

組
合
頭
取)

を
M
.
^
c
し
.て
二
人
若
し
く 

は
‘四

人

の

肋

手

A
ssistants

を
獠
く
、
此
の
助
手
は
通 

^
w
a
r
d
e
n
s

或
：a
.は
か
^e

v
i
n
s

ミ
呼
ば
れ
て
居
ろ
。
.
 

時
^
衣
る
ビ
亦
發
名
2
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5(

ヒ
稱
す
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者
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居
た
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も
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ベ
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紐
合
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於
て
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つ
れ
譯
で
は
な
い
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u
s
w
i
c
h

に
於
け
る
組
合
で
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同
じ
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A
l
d
e
r
m
a
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v
j

ょ
b
成
立
つ
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s.
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助
手
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¥

ぶ
0
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a
r
d
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し
て
居
る
し
(»
)
、B

a
r
n
s
t
a
p
l
e

R
於
て
は
四
人
の 
ferth

B*p"men 

四
人
のa

l
d
e
r
m
e
n.

各
一
人
の c

u
p
b
e
a
r
e

 
ク 

d
o
o
r
k
e
e
p
e
r

が
あ
つ
れ
ビ
ーK

ふ
g
o
斯
く
細S

部
分
に 

關
し
て
は
非
常
に
區
々
で
あ
•る
が
' 
鬼
に
妁
幹
部
は
® 

取W

肋
手
S
ょ
b
成
立
し
て
居
るV」

見
做
す
こV

J

が
出 

來
る
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の
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l
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e
s
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r
n
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n
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召
集
し
統
知
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.
る
乙

气
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合
0
基
金
を
保
篮
す
る
乙

艺
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若
し
其
0
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合
が
土
地
を
所
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し
て
居
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に
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支
：
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る
こ
€
等
で
あ
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の
外
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,
な
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權
刺
義
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に
於
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は
其
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組
合
員
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.
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國
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何
處
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事
件
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あ
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れ
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の
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に
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務
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櫞
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^
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b
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v
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两
人
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た
の
だ
か
ら
^

か

な

り

多

數

で

ー

に

座

席

に

關

す

る

慕

の

使

用

さ

れ

た

の

は

注

®

す
ベ 

あ
つ
？

ビ
を
®

す
る
こ
J

出
來
る
”y

同
？
 

|

含
ビ
で
あ
る
|
。斯
の
如
く
し
て
•入

會

し

？

組
合
員 

,

飢
合
に
加
入
す
る
£

ふ
：こ

と

が

如

何

に

有

利

で

あ

つ

ノ

は
保
證
人
を
必
ー
f

す
る
。
I

に
對
す
る
■
務
を
果 

'

:
■:
允

か

ビ

云

ふ

一

つ

：の
證
咖
に
，も

な

る

。

_此

の

組

合

員—
た
す
責
任
を
負
ひ
、
善
行
ビ
義
務
金
0'
仕
拂
ど
.を
保
證
：
 

:

)

v
:;
.:
'

fに

な

る

奚
f

ビ
I

S

Uグ

c
g
g
i
l
d

 

I

1

す
る
の
で
.あ

る

。
.
斯

く

て

新

組

貪

は

組

合

に

對

し

て 

:

f

ぐ
は
紐
合
員
の
權
螂g

i
l
p
'

 (

g

f: s
o
c
i
i
.
)

忠
實
な
る
I

 

s

f
る
。
邦
の
法
律
S

舉

<
 

—

 

J

が

爲

入

會

書
1

ね
？

ら
座
特
權
を
保
持
し
、
廳

I

f

嚴
守
し
、
I

從 

K

己
れ
を
或
揚
所
化
於
て
は
f

1

X
 f
 

\

順
に
、
断
し
く
得
た
る「

自
由
しf

r
e
e
d
o
m

の
"
I

0-
F
 

h
o
u
s
e
.

と

阿

ん

だ
此

©

‘入
會
金
の
亦
は
其
の
ぎ
し
い
に
非

組
合
員
を
肋
け
ざ
る
こ
と
等

を

誓

ふ
の
で
あ
る5

。

一
紐
貪
の
資
格
、,獲

f

る

®

?

侬

づ

て

.

I
て

こ

、

I

意

す

：ベ

I

組

貪

S

美

格

E

1
 

居

た

.

E
。

然

し

組

貪

の

鱗

子

若

し

ぐ

は

相

續

人

は

自

由

I

都

市

に

住

居

す

る

を

必

ず

し

も

必

要

ミ

し

な

い

こ

く 

に

入

會

が

出

來

介

。

^
れ

以

外

の

子

息

.に

對

し

て

も

小

で

ぁ

る

柳

。
故

に

' 一
槪
に

9

^

を

以

つ

て

^;
域

l
fi
i
"

を
斷
定
し
去
る
こv:>

ば
.出
來
な
，い
？
思
ふ
。
倘
ほ
委

し
く
は
^

に
：讓
る
.
。

.

.

.

.
;

「

： 

,

前
にa

l
d
e
r
m
a
n

 

♦か
集
#
，に
依
つ
て
任
命
^
れ
る
と

述
ベ
た
が
、斯
の
如
き
集
會
を
或
ひ
は

m
o
r
n
i
n
g

丨

• 

■. 

.

.

.

.

talksfmorghespeelle, m
a
a
e
l
o
q
u
i
u
m

r;b
)
v

 
云
ふ
。
開
れ 

る
度
數
は.一
定
し
て
，居
'な
い
が
、

r
年
每
、
年
ニ
囘
、
 

若
し
く
は
四
.囘
を
普
通
ビ
す
る
o
此
の
集
會
に
於
て
新 

組
合
員
：の
許
可
、'法
令
違
反
.杞

科

す

る

«

、
..
'
新

法

令

の
 

制
定
等
が
議
せ
ら
れ
る
^

其
の
外
»

い
こ
^
に
關
し
て 

ば
必
要
め
る
時
に
®
办
、
i

s
で
は
省
略
す
る
。

.次
にoild m

e
r
c
h
a
n
t

に
加
入
し
た
各
自
は
如
何
な
る 

'

權
利
、
如
何
な
.る
義
務
：を
有;1
.
て
居
た
か
。
す
で
^
萠 

述
し
れ
る
が
如
く
、
組
合
を
の
も
の
\

_
的

が

.通

商

の 

調
節
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
各
自
の
權
利
義
務 

も
亦
此
0
點

か

ら
割
出
さ
れ
る
0

で
あ
る
。
0

|

5:商 

業
脱
引
ば
大
體
^
於
て
ニ
個
に
駆
別
名
れ
る
。
.即
ち
'一-

は
級
#
員
が
.個

人ミ
レ
^

商
取
引
を
行.ふ
：
場

合

簋

、
，
他

.

.
 

•.
 

:
 

,
.
.
、

f

 
四
#

C
,
H
<
H
.

)

舞

.錄

は
妞
合
自
身
が
：
v
.
'
0:
齟

織

名

れ

れ

る

取

引

_

_

名
し
そ 

商
取
引
を
行
ふ
場
合
で
.ぁ
る
。
先
づ
第1

の
場
合
：に
就 

.

て
述
べ
や

ぅ

。
、ft
.の
場
合
に
於
て
も
勿
論
前
述
せ
る
組 

,
合
の
'利

益

を

賽

害

す

る

や

ぅ

な

乙

：と
が
め

.つ
て
は
；な
ら 

|

な

い

。M.
R
其
の
一.組
合
員
が
得
た
所
の
’利
益
は
是
を 

伸
間
0
組
合
員
に
分
配
し
な
れ
ば
な
ら
な
か
.つ
た
。
劳 

し

く

は

購

入

し

た

貨

物

ば

其

の

)®
入
し
た
原
價
を
以
つ 

I

て
讓
つ
で
や
ら
ね
ば
«■
.
&な

い
,0
唯
例
外
ヾ
し
し
：て
ポ
畠 

. .
m
a
y
o
r

だ
け
.は
是
を
免
れ
た
。(

少
く
S
も

Leicester 

.

に
於
て
は
.。>
然
し
乍
ら
此
の
特
權
の
行
使
は
逋
常
収
引
，

.

©
行
は
れ
.た
現
場
に
居
.お

耝
合
員

に

限

ら

れ

て

席

た

0
ン 

だ
が
楚
も
例
外
，が

な

く

は

な

い

。
例

へ

ば

^
8昏

^
ぱ 

■ 

'
.
於
て
は
寶
平
に
十
二
片b

v
e
l
v
e
p
e
n
c
e

の
'報
酬
を
與
'へ
，

'

て
、
現
場
に
居
摩
か
づ
れ
者
も
利
益
の
分
配
に
參
加
す 

る
乙
と
が
出
來
汴
^

此
の
利
益
分
配
^
預
る
特
權
を
ぱ 

the 

Hght" 

o
f 

(lot

ノ
と
稱
じ
た
n
,是
R.
關
す
る
規
定
は
，
 

多
べ
組
合
の
溱
令
に
記
載
さ
れ
た
が
"
.

§
 G

r
i
m
l
y

德
鄉
：* 

E
九
'

中
忡
-$

贫
の
文
蜜
.上
：|:
^

5
^
惫
藓
、
.
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八
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雜

錄

中

世

S
<
3
S
0
文
化
史
上
に
於
け
冬
激
義

第
四
镪

,

に
於
け
る
が

如
.ぐ
都
市
の
法
.令
中
に
規
定
^
れ
た
■場
へ
ロ 

も
な
：い
七
と
は
な
い

f
。

次
に
第
一
'
一

の

場

合

を

說

明

し

や 

5
 

0即
ち
組
合
が
組
合
と
し
て
取
引
を
行
ふ
'場
合
で
あ 

る

が

、.

此
の
場
合
铃
ゅ
其
の
利
益
ば
各
組
合
.員
に
配
分 

さ
れ
、
若
し
ぐ
は
原
.俱

を

以

，
，
つ

て

組

合

員

亿

賣

ら

れ

る

. 

の

：でf

。
今
此

の

場

；合

の
—
端
を
知

る

參

考

に

G
3
S
S

 

の

览

集

し

た

材

料

か

ら

引

用

し

や

ぅ

。

「
£
仏
名&

£

H

&
 

..ニ
十
四
年
 

p
s
t
e
c
o
s
t
-

の
»

の
水
曜.

n
x

に
.Skiyias 

.の

. 

‘各

人

がal
d
e
r
m
a
n

 

,

#び
に
：其

の

伸

間

の

面

前

で

、
賣 

.買
'し
た
磨
石
;.
,mnlstone.::0

ic'

ft、
.，

賣
つ
た
酒
手
、
•其 

の
，値

段

ヽ

及

び

賢

貢

し

拎

る

#:
磨

衣

の

大

き

さ

。#,
'び 

に
•彼
が
今
所
持
し'

V

居

る

す

ベ

で

の

用

意

の

貨

#

(

雙
ノ 

等
纟
不
し
て
忠
實
に
各
自
別
令
に
報
告
す
る
こ
岑
が
®
 

定
S
れ
同
意
3
れ

た

。

：

も
し
；て
若b
も

こ

、
に
®
定
さ
丨 

れ
た
如
ぐ
な
さ
なs

な
ら
ば
.、
其
の
‘者
は
.其
の
龃
合 

the said h
o
u
s
e、

Q

用
途
及
び
利
益
ビ
し
て
銀
六p

o
u
n
d

 

を
提
供
す
る
か
、.
成
.
a,は
組
合
.：

society

い
&

S
放
さ

*■< a

れ
る
^
し
以
上
の
記
錄
は
^

^

泛̂
^

^

於
け
る
も
の 

で
あ
る
^

，
.
如
何
ね
彼
等
^
組
合
中
心
.の
思
想
を
有
し 

て
居
た
力
.を
明
；示
す
る
.も
の
.で
..あ
る
。殊
に
.Craft-.gild 

>
分
離
な
ぐGild, m

e
r
c
h
a
n
t

の
內
に
手
工
業
者
を
® 

合
せ
る
揚
合
に
^
つ
て
はI

、

吾
人
は
現
時
英
國
I:
於
て 

主
張
さ
る
、Gild 

SQdalism/

の
產
業
瞥
理
の
思
想
に 

思
ひ
及
ぼ
し
、
多
く
の
.興
味
を
感
ず
る
者
で
あ
る
。.
侬 

つ
て
煩
_
な
る

を
も
顧
ず
、
其
の 

一
«
を
例
ボ
し
た
次 

第
で
あ
る
；0
■
、
■ 

し
 

然
ら
ば
斯
の
如
§:
取
引
に
供
せ
ら
る
、
貨
物
は
如
可 

な
る
も
の
で
あ
：つ
た
か
。
當
時
未
だ
商
工
の
制
度
侦
ほ 

發
達
せ
ざ
る
時
代
に
あ
つ
て
は
、
論
ず
る
迤
も
な
くp

 

市
-0
.住
民b

u
r
g
e
s
s
e
s

と
雖
も
其
の
注
た
る
業
務
.ど
す
. 

る
所
の
も
の
.は
農
業
^
あ
る
。
而
し
て
重
な
る
市
段
は 

土

地

を

所

有

し

て

居

る

？
.
敗

の

土

地

か

ら

得

る

農

產

物 

は
彼
等
の
家
族
一
観
を
»

»
0

て
行
く
の
に
は
充
分
で 

あ
，る
？
否
寧
ろ
多
く
の
餘
_
が
あ
る
。
彼
等
は
‘其
の
盼

娜
0'
-廒
齑
_

%'

脲
#

ず
ん
>
>も
は
»

だ
，刺
益
あ
る「

こ
&

1:
0
民
.は
全
然
都
市
挪
織
ど
同1
で
あ
る
と
t -
す
る
者

- 

> 

.
l
..
'
i .
.
.
'
.
:
.. 

し

：
’ 

l.
-ン：ン

.
< ―
rrs
 

v
f 

►
*
)
> 

a 

f. 

> 
rrr̂ 

S
Kh;
!、
、、
、

t.SS5 
L? f 

>-A

を
知
つ
て
留
るo

.

Q

p:
B:e

r
c
h
§

t

ば
'此
0 -
時
权
の
機 

關
で
ぁ
る

p

從
つ
，て
其
の
肌
5|
.す
“る
.貨
物
も
乘
毛
S
か 

穀
物
ヒ
か
獸
皮
i

か
云
ふ
'農
產
物
的
の
i

の
が
多
數
を 

占
^
て
居
た
.警

あ

を

^
ft
®
取
引
に
供
せ
G

れ
%
貨
一 

物
が
如
何
な
る
も
„

ぁ

マ

れ

か

と

云

ふ?:
:

は
.
I

.
 

m
e
i
t
h
a
n
t

は
勿
；

i
、

.藤
&
%峑
體
の
盛
衰
に
至
大
な
.る
：.

影
#:
が
*:
^

尨

ミ:4
:
.へ
^:
^
る
：が
ら
、.-
'!觅
^
後
に
論
じ 

や
ぅ
く
思
ふ 

o .
 
s

s

s

s

$

&

0

m

^
 

\ 

て
も
密
接
な
る
關
像
を
受
け
て
居
る
か
ら
、
是
も
亦
後 

馓
に
讓
る
こ
ぐ」

に
す
る
。
-
'

■;
,
:

.

、最
後
に
少
し
く
き
及
し
た
い
の
はGild 

m
e
r
c
h
a
n
t

 

| 

fl
w

u

cro
r
o
u
g
h

...ビ

:の
'.關
#'
で
.?>
る
’
'
.
.
ft
の
■問
.愚
.は
- 

最
^;
困

難

な

る

問

題

の1づ
で
あ
る:0
8

^

^

^

^

8
や 

s
t
e
r
n
s

の

や

P
L
L
「

S

M
巷rchan

.̂
味
羅
な
を
商
人 

の
1
.
體

に

過

纩
1:
.じ
て
何
等
枝
政
上
以
機
孽
葙
し
て 

■
る
も
の
で
は
な
れ
■
云
ふ
者
む
叉
是
€
全
#
®
對

•

m:
十

四

後

(

茧
み
苯
.

)

，
;'
雜

：錄

.，、；2.
:版
§
氐

^

^

|̂-
於

げ

ざ

满

義

0

る
.
.(%
素
ょ
h

v

都

布

贫

組

合

.

.

<̂
'
'
.
が

極め
て
，.«-
接
な
.る 

關

係

を

有

じ

て

■居

た
乙

ど
.は
勿
論
で
：あるc L

e
i
c
e
s
t
e
r

 

に
於
て
呔
次
，の
如
き
事
實
を
示
し

V

®'
る
o
成

程

兩

者 

は

區

別̂.
れ

て

居だ
。
然
し
南
個
の
浚
所
が
‘存
想
す
る 

こ
ミ
もU

 

く

、
又1.

一
組
の
役
員
が
®
命
さ
れ
§

で
も
 

な
^

つ
れ
。.
全
く
.阱

ヤ

役

貰

が

都

市

岑

組

合

と

を

.統
轄 

し

て

胥

た

。
"
加

ふ

み

に

市

民

ヒ

組

合

»
ヒ

の

限

界

線

が 

甚
笟
明
靡
で
な
ぐ
な
<>
た
.
1
そ
；

雨
者
が
一
體
ど
：な
 

ら
んvj

す
る
傾
咏
^
持
つ
‘や
ぅ
^

«
つ
^
。
組
合
の
勢 

カ
0.
發
展
ビ
共
に
市
の
，行
政
.權

は

組

合

員

の

把

m

t
る 

所
V
J
.
^
i
、
組
合
J；
の
.も
の
ょ
■り
も
遙
力
.以
fj
に
.

*
.̂
. 

し
て
居
た
都
市
0
裁

刿

所

に

於

.て
も
組
合
が
有
力
な
權 

科
^
杷

持

す

を

や

ぅ

に

な

つ

^
^
此

め

事

實

は

十

五

世 

紀
に
咚
け
る
裁
剑
所
於
頹
廢
か
共
は
現
れ
れ
こ
故
で
あ 

9
て
S

同
睁
に
大
都
市
の
あ
る
も
0

^
於
^
は
都
市
政 

府
の
支
配
す
る
全
®
土
に
對
し
て
、
s

a
の
名
聲
ヒ
機

.
,

.

第

四

號
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第
十
四
卷，

(

反
を
ハ)

爆

錄

.
中
；世Gilds.

の.文
化
务
1C
'
於
げ
る
：意
義 

能
ビ
を
大
な
ら
じ
め
波
反
さ
せ̂

の
で
.あ

る

^

前

述

せ

述

し

や

，
フ

o
.

.

.る

組

合

の..the!rigllt

o'f

 i
o
t

.
の
規
定
が
紙
合
：の
規
則 

に
、記
翁
さ
れ
て
办
づ
た
；
^
、
都
市
の
法
令
の
內
に
殘
ウ 

.

.て
•居
‘た
り
す
る
“の
^:
亦

是

等
9
事
實
を
裏
書
す
る
も
の 

VJ

見
?>
:
れ
る
。
く
勿
論
是
等
の
^
實

が

都

市

，
^
«;
♦

&

を 

混
.同
♦
し
^

る
原
因
^
な
つ
^
の
で
は
あ
る
が「

、
軍
に 

:

.是
導
の
事
實
の
み
が
&.
推
斷
し
て
組
合y

j

都
市
ビ
を
同 

I

視
す
る
こ
^

£
課
|
|
る̂
を
免
れ
な
い
0.
十
5

1福 

紀
^
於
け
るG

s
m
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